様式２６

別記様式第四（第八条関係）
	制限外積載・設備外積載・荷台乗車許可申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日

　　伊 達 警 察 署 長 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　電　話

	申請者の免許の種類
	
	免許証番号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	車両の種類
	
	番号標に表示されている番号
	

	車両の緒元
	長　　さ
	幅
	高　　さ
	最大積載重量

	
	m
	m
	m
	kg

	運搬品名
	

	制限をこえる大
きさ又は重量
	長　　さ
	幅
	高　　さ
	重　　　　量

	
	m
	m
	m
	kg

	制限をこえる
積載の方法
	前
	後
	左
	右

	
	m
	m
	m
	m

	設 備 外 積 載 の 場 所
	荷　台　に　乗　せ　る　人　員

	
	

	運転の期間
	　　　　　年 　　　月 　　　日から　　　　　　年 　　　月 　　　日まで

	運転経路
	出　発　地
	経　由　地
	目　的　地

	
	
	
	

	
	通行する道路
	

	　第　　　　　　　号
制　　限　　外　　許　　可　　証
　　　　上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。
条件

　　令和　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　
　　伊　達　警　察　署　長　　　 eq \o\ac(□,印)



　

別記様式第四（第八条関係）
	
制限外積載・設備外積載・荷台乗車許可申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年　　月　　日

　　伊 達 警 察 署 長 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　虻田郡洞爺湖町○○町△△番地□□
　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　○　○　○　○　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　電　話　0142-XX-XXXX

	申請者の免許の種類
	普通第１種免許
	免許証番号
	１２３４５６７８９０１２

	車両の種類
	普通乗用車
	番号標に表示されている番号
	室蘭００み１２３４

	車両の緒元
	長　　さ
	幅
	高　　さ
	最大積載重量

	
	○○○m
	○○○m
	○○○m
	○○○kg

	運搬品名
	甲野太郎○○選挙候補の看板及び拡声機等

	制限をこえる大

きさ又は重量
	長　　さ
	幅
	高　　さ
	重　　　　量

	
	　m
	m
	m
	kg

	制限をこえる

積載の方法
	前
	後
	左
	右

	
	　m
	m
	m
	m

	設 備 外 積 載 の 場 所
	荷　台　に　乗　せ　る　人　員

	屋根上のルーフキャリア外周
	

	運転の期間
	令和５年４月１８日から令和５年４月２２日まで

	運転経路
	出　発　地
	経　由　地
	目　的　地

	
	洞爺湖町○○町
	洞爺湖町・◎◎町
	洞爺湖町一円

	
	通行する道路
	当該選挙運動に必要な地域

	　第　　　　　　　号

制　　限　　外　　許　　可　　証
　　　　上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。
条件

１．積載した貨物の見やすい箇所に、昼間は０．３メートル平方以上の大きな赤い布を、夜間は赤色の灯火又は反射器をつけること。

２．車両の前面の見やすい箇所に本許可証を掲示すること。

　　　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　伊　達　警　察　署　長　　　　　 eq \o\ac(□,印)


　　　　　交通上支障がないと認めたので代行許可した。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　伊達警察署　　　　　　警察官　　　　扱　　　　　　　　　㊞
運転者の住所、氏名を記載





車検証の記載事項を転記





不要な欄は、斜線により抹消





実際に使用を開始する場所を記載





【選挙カーの申請及び許可証の交付】


この申請書は２部提出が必要です。


１　申請は、出発地を管轄する警察署に、事前に届出をし、許可証の交付を受けること。


２　選挙カーに使用する自動車の車検証及び自賠責保険証のコピー２部


３　運転手（予定者を含む。）の免許証の表裏のコピー２部





【運行上の注意事項】


１　他市町村を経由する場合は､拡声器を使用することができない。


２　休憩等で他市町村には行けるが、拡声器を使用することはできない。


３　使用する自動車の定員以上は、乗車できない。


４　選挙運動期間以外は、看板に目隠しをすること。





設備外積載の許可は、道路交通法上の安全確認であり、公職選挙法上の適法性を認定するものではない。仮に、公職選挙法上の問題があれば、警告を受け、使用できない場合もあり得る。








